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　柳川よかもんまつりを 11月 19 日（土）と 20 日（日）
に開催します。3年ぶりとなる今年の会場は、市民文
化会館。今回は、開催期間中に同館の
白秋ホール内特設ステージでまつりを
盛り上げてくれる人やグループ、会場
で展示・実演販売コーナーへの出店者
を募集します。詳しくは、市公式サイ
トで確認してください。

市民ステージ出演者募集
●募集演目　▷楽器の演奏や歌、合唱など▷ダンスや
チアリーディング、踊りなど▷和太鼓や地域・郷土芸
能など。出演時間は１組 10分～ 20 分程度
●募集数　5組程度（1組当たり最大 20人程度）
●出演料　無料
●申込方法　市役所大和庁舎 1階の市商工・ブランド
振興課や市公式サイトにある申込用紙に必要事項を記
入し、10 月 3 日（月）～ 14 日（金）の期間（土日、
祝日を除く、午前8時 30分～午後5時）に同課へ提出
●選考　提出書類をもとに演目や内容などをふまえて
10月下旬に決定予定

【申・問】同課ブランド推進係（☎ 77・8722、ＦＡＸ
76・1170）

11 月 19 日（土）、20 日（日）の 2 日間開催　会場は市民文化会館

よかもんまつりのステージ出演者、出店者募集

展示・実演販売コーナー出店者募集
●募集条件　市内に事業所があり、柳川の特産品や飲
食物などの展示実演販売が両日ともできる事業者。1
事業者で 2コマ（１コマ間口 2.7 ｍ×奥行 3.6 ｍ）ま
で申し込み可
●出店料　1コマ 1万円。別途、福引抽選補助券負担
金（1事業所最低 1500 円）が必要
●申込方法　柳川市商工会や柳川商工会議所で配布す
る申込用紙に必要事項を記入し、10 月 3 日（月）～
19 日（水）の期間（土日、祝日を除く、午前 9時～
午後 5時）に出店料を添えて申し込み（先着順）

【申・問】同商工会（☎ 76・2694）

　柳川むつごろう会は、7回目となるにぎわいイベント
を開催します。内容によっては、事前予約が必要です。
詳しくは同会の公式サイトで確認してください。今年の
秋は、むつごろうランドで柳川を満喫してみませんか。
●日時　10月 16 日（日）、午前 10時～午後 3時
●会場　むつごろうランド一帯
●内容　むつごろうランドで採れたスイートコーンを
使ったスイーツ作り体験、ピザ作り体験、カヌー体験、
ドローン体験、キャンピングカー展示、グランピング
見学、軽トラ市、巨峰スムージー販売など
□キャンプやバーベキューもおすすめ　むつごろうラ
ンドではキャンプやバーベキューが楽しめます。

【申・問】柳川むつごろうランド（☎ 72・0819、午
前 9 時～午後 5 時、月曜定休）

10 月 16 日（日）、むつごろうランドにぎわい創出イベントを開催

秋のむつごろうランドを満喫しよう
むつごろう会

よかもん募集

　市は、これまで観光バス専用としていた本城町観光
駐車場を、10 月 1 日から一般車も駐車できるように
します。また、車で市内を訪れる観光客のニーズに応
えるため、筑紫町観光駐車場、白秋観光駐車場、稲荷
町観光駐車場を運営しています。近隣の民営駐車場と
の料金バランスを考慮して、10 月 1 日から 3つの駐
車場の料金を 1日 500 円に変更します。詳しくは下記
の表で確認してください。

【問】市観光課観光推進係（☎ 77・8563）

10 月から市営駐車場の料金を 1 日 500 円に変更

本城町観光駐車場の一般車の利用が可能になります

①筑紫町観光駐車場 ②白秋観光駐車場 ③稲荷町観光駐車場 ④本城町観光駐車場（新）

駐車できる
車種 普通・軽自動車など 普通・軽自動車など 普通・軽自動車など 大型バス、中型バス、マイクロバス、

普通・軽自動車など

料金

旧　1日 300円

 1 日 500 円
※1時間無料

旧　1日 300円

 1 日 500 円
※1時間無料

旧　1日 300円

 1 日 500 円
※1時間無料

大型バス＝1日 1500円
中型バス・マイクロバス
＝1日 1000円
その他＝1日 500円

月決め料金
旧　月額4000円

月額 5000 円

旧　月額4000円

 月額 5000 円

旧　月額4000円

 月額 5000 円
月額5000円

営業時間 24時間 24時間 24時間 午前 9時～午後 5時

白秋
生家Ｐ②

Ｐ③

Ｐ①
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本城町
柳城中学校

Ｐ④
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筑
紫
ビ
ル

■各駐車場の料金など一覧表

　私たちは、いつどこで突然のけがや病気に襲われるか
分かりません。けがや病気の中で最も緊急を要するのは、
心臓や呼吸が止まったときです。救急車が来るまでに手
をこまねいていては、助かる命も助けられません。市消
防本部では、救命率を向上させるため、AEDを設置し
て迅速な救急車の手配や適切な応急手当ができる講習修
了者がいる施設には「救マーク」を交付。
利用者が安心して利用できる施設として
認定しています。市内のAED設置箇所
や救マーク認定施設は、市公式サイトで
確認できます。認定を希望する施設は市
消防本部へ問い合わせてください。

【問】市消防本部消防課（☎ 74・0122）

迅速な救急車の手配や適切な応急手当ができる講習修了者がいる施設です

「救マーク」は安心して利用できる施設の目印

市消防本部

▼止まった心臓に電気ショッ
クを与え、動きを正常に戻す
AED（自動体

たいがいしきじょさいどうき
外式除細動器）。

操作方法を音声で案内するの
で誰でも簡単に使用可能

▲「救マーク」は
安心して利用で
きる施設の目印。
現在、市内では
25施設を認定

旧市民会館前で開催した令和元年の市民ステージ

【上】カヌー体験【左下】軽トラ市【右下】ピザ作り体験

新駐車場


